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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
世界的にもユニークな生物多様性が人健康に及ぼす影響に関する疫学研究である。自然共生サ

イトの長期キャンプが腸内細菌叢に与える影響を示すなど一定の結果が得られていることから、

当初の研究計画に基づいて概ね順調に研究が進展しているものと考えられる。しかし、現時点で

はサンプルサイズは小さく、対照を欠く箇所もあるのでデータの信頼性を高める必要がある。ま

た、本研究においては細菌相と植生が主たる分析対象とされているが、昆虫など動物に関する考

察や生物多様性の文化的なサービスもについても考慮すべきではないかと思われる。さらに、腸

内細菌叢の変化に及ぼす様々な要因や健康影響を及ぼすであろう細菌叢の解像度についての検

討、調査前後の食事の影響に関する考察なども必要と考えられる。環境行政への貢献について再

整理するとともに、DNA データの登録や公開、成果の論文を介した情報発信にも努めてほしい。 

 


